
    

図図図図１１１１    流速選好性実験装置流速選好性実験装置流速選好性実験装置流速選好性実験装置概要概要概要概要    
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図図図図３３３３    幼虫幼虫幼虫幼虫数数数数比比比比と流速と流速と流速と流速    
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図図図図２２２２    流速流速流速流速と幼虫の分布と幼虫の分布と幼虫の分布と幼虫の分布（（（（計測計測計測計測例例例例））））    
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１．はじめに１．はじめに１．はじめに１．はじめに 

生物の生息場の質を表す指標として

HSI（Habitat Suitability Index）モデルを用

いて評価する手法などがある．筆者らは

ホタルの棲める環境を再生するため，ダ

ム現場や事業所敷地内等でビオトープ整

備を実施してきた．ゲンジボタル幼虫の

流速・水深選好性については，既往文献
1)などでは流速 10～40cm/s，水深 5～50cm

程度とされている．本報ではゲンジボタ

ルが生息しやすい環境を明らかにしビオ

トープづくりに反映させること及び評価

モデル作成を目的に，幼虫が好む流速，

水深を室内実験により検討した． 

２．２．２．２．流速選好性実験流速選好性実験流速選好性実験流速選好性実験  

実験方法： 図 1 に実験装置を示す．全

長 15m，幅 30cm，高さ 45cm の水槽内に

スロープを設け，低い側に設置した水中

ポンプから一定流量で高い側に水を循環

させ，浅い地点では流速が大きく深い地

点では流速が小さくなることにより，同

一水槽内で流速の異なる環境を再現した．

流速は電磁流速計を用いて水面から水深

方向へ 60%の深さ地点で測定し，最速部

（スロープの最上流部）流速が約 10cm/s

となるよう設定した．上記水流を確保し

た状態で，水路中央（スロープ上流端か

ら 4.57m で幅方向中心部）にゲンジボタ

ル幼虫 50 匹（3～6 齢：約 18～30mm）

を放流し，暗条件で所定時間経過後にエ

リアごとの幼虫存在数を計測した．底質は粒径 3mm 前後の細石が接着されたシート（通称：ストーンライ

ナー，以降 SL と呼ぶ）と，その上に既報 2,3)で底質選好性の高かった中レキ（4.75～19.0mm）を敷いた 2 パ

ターン行い，比較のため流速 0cm/s の条件も行った．流速は 7 地点測定した．実験は 2014 年 1～4 月に実施

した．写真 1 に実験風景を示す． 

 キーワード ゲンジボタル，流速，水深，選好性，ビオトープ 
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図図図図４４４４    水深水深水深水深選好性実験装置選好性実験装置選好性実験装置選好性実験装置概要概要概要概要    
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図図図図５５５５    水深水深水深水深と幼虫の分布と幼虫の分布と幼虫の分布と幼虫の分布    
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写真２写真２写真２写真２    水深選好性実験風景水深選好性実験風景水深選好性実験風景水深選好性実験風景    

実験結果： 図 2 に端部で落下がみられたときの幼虫分布と流速の計測結果の一例を示す．流速は地点によ

って 3～10cm/s の範囲で差異をつけることができた． SL では放流地点から下流側に，中レキでは放流部付

近に幼虫が多かった．SL での測定結果について，流速 0cm/s のときと最大流速 10cm/s のときの幼虫数の比

をとったものを図 3 に示す．流速が小さくなるほど幼虫存在数が増加する傾向がみられた．なお，実験場所

の気温は 6.8～11.5℃（SL），12.0～14.7℃（中レキ），水槽の水質は DO：9.5～11.2 mg/L，EC：0.31～0.35 mS/cm，

pH：7.7～7.9 であった． 

３３３３．水深選好性実験．水深選好性実験．水深選好性実験．水深選好性実験  

実験方法： 図 4 に実験装置を示す．特に水深 10cm 以

浅の幼虫の選好性について把握するため，プラスチック

性舟（通称：トロ函）を傾斜させ水深 0～ 15cm の状態

を再現した．底質は中レキとした．トロ函中央にゲンジ

ボタル幼虫 100 匹（3～6 齢：約 18～30mm）を放流し，

暗条件で放置し 2 晩後に水深エリアごとの幼虫存在数を

計測した．6 回同じ実験を繰り返した．実験は 2014 年 11

月に実施した．写真 2 に実験風景を示す．  

実験結果： 図 5 に水深と幼虫分布との関係を示す．水

深 0cm 以浅（すなわち中レキのみで水のないエリア）で

発見された幼虫は水深 0cm でプロットした．幼虫は 0～

15.0cm の全ての水深エリアに分布していた．水深が深く

なるにつれて幼虫数は緩やかに増加し，13.5～15.0cm で

最も多い傾向を示した．なお，実験場所の気温は 14.6～

21.4℃，トロ函の水質は DO：7.8～9.1 mg/L，EC：0.27

～0.40 mS/cm，pH：7.5～7.8 であった． 

４４４４．．．．まとめまとめまとめまとめ 

流速選好性： 底質条件が SL（粒径 3mm 程度）の実験か

らは，流速 10cm/s 以下において選好性の傾向がみられた．  

水深選好性： 既往文献と合わせて考えると水深およそ

12cm 以深の選好性が示唆された． 

今後の課題としては実験条件を変えた検討や，底質，流

速及び水深以外の環境条件についても検討し，幼虫にとっ

ての最適な生息条件を明らかにしていくことが挙げられる． 
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